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JFE の亜鉛めっき鋼板は未来にはばたきます

“地球と人間に優しいJFE”

私たちのモットーです。

亜鉛めっき鋼板はお客様の厳しい

ご要求に育まれ、快適な作業環境

を維持しながら何時までも高い性

能を保つ商品の製造を色々な分野

でお手伝いしています。
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暮らしの中で薄鋼板が使われる範囲は、著しく拡大しています。

とりわけ商品の耐久性の向上、工程省略によるコストダウンなど

を強く求められる分野での亜鉛めっき鋼板の伸びはめざましいも

のがあります。

現在、亜鉛めっき鋼板は経済性に優れた防錆鋼板として、主に建材、

自動車、家電、事務機器などの分野に広く用いられています。

JFE スチールは、最新鋭の設備と長年の技術の蓄積のもとに、各

種の亜鉛めっき鋼板の開発・製造に努力してきました。

JFE の電気亜鉛めっき鋼板は、その美麗な外観とあわせ豊富な化

成処理商品の品揃えにより、常に変化し高度化、多様化する市場

のニーズにお応えしてきました。特に環境調和商品へのご要望に

お応えして、いち早くクロメートフリー商品「エコフロンティア

シリーズ」を商品化するなど、国内・国外のお客様の皆様の厚い

信頼を得るに至っています。

未来にはばたく JFE 製品の優れた特性をご理解いただき、いっそ

うのご愛顧のほどを、お願い申し上げます。

JFEの電気亜鉛めっき鋼板 目次
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高　炉

石
灰
石

コ
ー
ク
ス

鉄
鉱
石

純酸素転炉

真空脱ガス炉

鋼片加熱炉

連続鋳造 スケール
ブレーカー

粗圧延機 熱間仕上圧延機

酸洗ライン 酸洗コイル

冷延コイル

酸洗ライン 連続式冷間圧延機 連続焼鈍ライン　

ホットコイル

ペイオフリール 厚み計 ウエルダー
入側ルーパー

出側ルーパー テンションリール

表面検査

オイリング装置
付着量計

脱脂 酸洗 めっき 化成処理

電気亜鉛めっきライン

前処理原　板 めっき 化成処理 商　品

●熱延酸洗コイル

●冷延コイル

●脱　脂

●酸　洗

●めっき液中で電気めっき

します

●亜鉛などの付着量は電気

量で制御します

●耐食性、塗装性向上の

ための各種化成処理を

行います

●JFEエクセルジンク

●JFEエクセルジンク

ニッケル

電気亜鉛めっき鋼板の製造工程

福山地区

知多製造所

倉敷地区

西日本製鉄所

電気亜鉛めっき鋼板製造地区

東日本製鉄所

千葉地区

京浜地区
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JFE の電気亜鉛めっき鋼板一覧

鍍金の種類 分類
化成処理
記号

皮膜構造 化成処理の種類

製造可能範囲 商品の特長

主な用途 紹介頁めっき付着量 
 (ｇ /m2)

板厚 
 (mm)

板幅 
 (mm) 耐食性 導電性 潤滑性 塗装性 耐疵付性 その他

エクセルジンク 
（純亜鉛めっき）

M 亜鉛めっき層

鋼　板
無処理 3〜40 0.3〜3.2 600〜1850 塗装下地、他 ー

エコフロンティ
ア シリーズ

JP
りん酸亜鉛皮膜

亜鉛めっき層

鋼　板

クロメートフリー 
りん酸亜鉛処理 3〜40 0.3〜3.2 600〜1630 △ ○ △ ◎ ○

配電盤、事務機器、  
建築建材等

14

JN
特殊クロメートフリー皮膜

亜鉛めっき層

鋼　板

クロメートフリー
耐指紋処理

（標準タイプ）
3〜40 0.3〜2.6 700〜1500 ○ ◎ ○ ○＋ ○

AV、事務機器、  
自動車、PC ケース、  
家電等

15

JX
特殊クロメートフリー皮膜

亜鉛めっき層

鋼　板

クロメートフリー   
耐指紋処理

（高機能タイプ）
3〜40 0.4〜2.3 700〜1500 ◎ ◎ ◎ ○＋ ◎

AV、事務機器、  
モーターケース、 
タンク等

16

JE
特殊クロメートフリー皮膜

亜鉛めっき層

鋼　板

クロメートフリー  
無機系処理

3〜40 0.4〜2.3 900〜1350 △ ◎ ○ ○＋ ○
高速  

プレス性
モーターケース、  
自動車、家電等

17

エクセルジンクニッケル
（亜鉛-ニッケル合金めっき） Z1

特殊クロメートフリー皮膜

黒化亜鉛ニッケルめっき層

鋼　板

クロメートフリー 
黒色鋼板 10〜20 0.5〜1.6 800〜1219 ○ ○ △ ー ○ 放熱性 AV、事務機器等 18

鍍金の種類
化成処理  
記号

皮膜構造 化成処理の種類

製造可能範囲 商品の特長

主な用途 紹介頁めっき付着量  
（ｇ /m2）

板厚  
（mm）

板幅  
（mm）

耐ガソリン
性（*1） 

溶接性
（*2）

加工性
（*3）

塗装密着性 
（*3） その他

　エクセルジンク 
 （純亜鉛めっき）

GT
耐燃料性皮膜

鋼　板

［燃料面］

［外 面］

亜鉛めっき層

片面めっき  
（両面めっき） 

＋ 
片面特殊処理

10〜40 0.7〜1.2 600〜1500 ○ ◎ ◎ ◎

二輪用ガソリンタンク、 
汎用ガソリンタンク  

（モーターボート、芝刈機、
耕運機、発電機等）

19

GP
亜鉛めっき層

潤滑性皮膜

鋼　板

耐燃料性特殊皮膜

亜鉛めっき層

［燃料面］

［外 面］

両面めっき 
 ＋  

両面特殊処理
10〜40 0.6〜1.6 750〜1400 ◎＋ ○ ◎ ◎

耐劣化 
 ガソリン性

四輪ガソリンタンク  
（乗用車、トラック等）

20

エクセルジンク ニッケル 
（亜鉛-ニッケル合金めっき）

M 亜鉛ニッケルめっき層

鋼　板
無処理 10〜40 0.4〜2.3 600〜1850 耐熱性 塗装下地 ー

GT
耐燃料性皮膜

亜鉛ニッケルめっき層

鋼　板

［燃料面］

［外 面］

片面めっき
 （両面めっき） 

＋ 
片面特殊処理

10〜40 0.7〜1.2 600〜1500 ◎ ◎＋ ◎ ◎

二輪用ガソリンタンク、 
汎用ガソリンタンク 

（モーターボート、芝刈機、
耕運機、発電機等）

19

（＊1）　カップ絞り後、40℃の劣化ガソリンに10日浸漬する試験です。 

　　　		 （劣化ガソリン ： ガソリンに蟻酸、酢酸、過酸化物、水、塩素イオンを一定量加えたもの） 

（＊2）　スポット溶接連続打点性で評価したものです。 

（＊3）　具体的に共通の手法でのデータなしのため、定性的な評価として記載しています。　 

	 化成処理について： 従来化成処理JD、JS、JF、JTについては、以下に置き換えます。

	 ①JD→JE、②JS、JF、JT→JX
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自動車、PC ケース、  
家電等

15

JX
特殊クロメートフリー皮膜

亜鉛めっき層

鋼　板

クロメートフリー   
耐指紋処理

（高機能タイプ）
3〜40 0.4〜2.3 700〜1500 ◎ ◎ ◎ ○＋ ◎

AV、事務機器、  
モーターケース、 
タンク等

16

JE
特殊クロメートフリー皮膜

亜鉛めっき層

鋼　板

クロメートフリー  
無機系処理

3〜40 0.4〜2.3 900〜1350 △ ◎ ○ ○＋ ○
高速  

プレス性
モーターケース、  
自動車、家電等

17

エクセルジンクニッケル
（亜鉛-ニッケル合金めっき） Z1

特殊クロメートフリー皮膜

黒化亜鉛ニッケルめっき層

鋼　板

クロメートフリー 
黒色鋼板 10〜20 0.5〜1.6 800〜1219 ○ ○ △ ー ○ 放熱性 AV、事務機器等 18

鍍金の種類
化成処理  
記号

皮膜構造 化成処理の種類

製造可能範囲 商品の特長

主な用途 紹介頁めっき付着量  
（ｇ /m2）

板厚  
（mm）

板幅  
（mm）

耐ガソリン
性（*1） 

溶接性
（*2）

加工性
（*3）

塗装密着性 
（*3） その他

　エクセルジンク 
 （純亜鉛めっき）

GT
耐燃料性皮膜

鋼　板

［燃料面］

［外 面］

亜鉛めっき層

片面めっき  
（両面めっき） 

＋ 
片面特殊処理

10〜40 0.7〜1.2 600〜1500 ○ ◎ ◎ ◎

二輪用ガソリンタンク、 
汎用ガソリンタンク  

（モーターボート、芝刈機、
耕運機、発電機等）

19

GP
亜鉛めっき層

潤滑性皮膜

鋼　板

耐燃料性特殊皮膜

亜鉛めっき層

［燃料面］

［外 面］

両面めっき 
 ＋  

両面特殊処理
10〜40 0.6〜1.6 750〜1400 ◎＋ ○ ◎ ◎

耐劣化 
 ガソリン性

四輪ガソリンタンク  
（乗用車、トラック等）

20

エクセルジンク ニッケル 
（亜鉛-ニッケル合金めっき）

M 亜鉛ニッケルめっき層

鋼　板
無処理 10〜40 0.4〜2.3 600〜1850 耐熱性 塗装下地 ー

GT
耐燃料性皮膜

亜鉛ニッケルめっき層

鋼　板

［燃料面］

［外 面］

片面めっき
 （両面めっき） 

＋ 
片面特殊処理

10〜40 0.7〜1.2 600〜1500 ◎ ◎＋ ◎ ◎

二輪用ガソリンタンク、 
汎用ガソリンタンク 

（モーターボート、芝刈機、
耕運機、発電機等）

19

（＊1）　カップ絞り後、40℃の劣化ガソリンに10日浸漬する試験です。 

　　　		 （劣化ガソリン ： ガソリンに蟻酸、酢酸、過酸化物、水、塩素イオンを一定量加えたもの） 

（＊2）　スポット溶接連続打点性で評価したものです。 

（＊3）　具体的に共通の手法でのデータなしのため、定性的な評価として記載しています。　 

	 化成処理について： 従来化成処理JD、JS、JF、JTについては、以下に置き換えます。

	 ①JD→JE、②JS、JF、JT→JX

☆　環境負荷物質の含有情報シートについて　： 

　　①安全データシート（SDS）、②鋼材中の特定化学物質含有情報シート（SSDS） 

　　③RoHS指令規制物質（RoHS、RoHS2.0）、④JAMP形式（AIS）、 

　　⑤JUMP形式（MSDSplus）、⑥JAMA形式、⑦JIG形式 

　　について、情報をご提供致します。 

　　詳細につきましては、弊社HP　：　http://www.jfe-sds.jp/　にてご確認下さい。 
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JFE エクセルジンクと JFE エクセルジンクニッケル

公的規格商品

●日本工業規格　（JIS）

名称 記号 特長、用途

JIS G 3313 電気亜鉛めっき鋼板及び鋼帯
SEHC, SEHD, SEHE, 
SECC, SECD, SECE,    
他 

構造用から深絞り用途まで、また
軟鋼から高張力鋼板まで幅広く
電気亜鉛めっき鋼板を規定した 
ものです。

●日本鉄鋼連盟規格　（JFS）

名称 記号 特長、用途

JFS A 3021 自動車用電気亜鉛めっき鋼板
および鋼帯

JEH, JEC 自動車用電気亜鉛めっき鋼板
（軟鋼および高張力鋼板）を集約

JFE規格商品

●熱延原板JFEエクセルジンク	 ●冷延原板JFEエクセルジンク

名称 記号

一般加工用 JFE-HC-EZ

絞り用 JFE-HD-EZ

深絞り用 JFE-HE-EZ

一般加工用高張力 390 JFE-HA390-EZ

一般加工用高張力 440 JFE-HA440-EZ

	 ●冷延原板高張力JFEエクセルジンク

		  上記以外の高張力鋼下地については

		  個別にお問合せ下さい。

名称 記号

一般加工用 JFE-CC-EZ

絞り用 JFE-CD-EZ

深絞り用 1 JFE-CE-EZ

深絞り用 2 JFE-CF-EZ

超深絞り用 JFE-CG-EZ

極深絞り用 JFE-CGX-EZ

焼付硬化性 JFE-CEH-EZ

焼付硬化性深絞り用 JFE-CGH-EZ

一般加工用高張力 390 JFE-CA390-EZ

一般加工用高張力 440 JFE-CA440-EZ

一般加工用高張力 590 JFE-CA590-EZ

（1）JFE エクセルジンク
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公的規格商品

●日本鉄鋼連盟規格（JFS）

名称 記号 特長、用途

JFS A 3041 自動車用電気亜鉛－ニッケル合金
めっき鋼帯及び鋼板

JNH, JNC 自動車用電気亜鉛－ニッケル合金
めっき鋼板を集約

JFE規格商品 

●熱延原板JFEエクセルジンクニッケル	 ●冷延原板JFEエクセルジンクニッケル

名称 記号

一般加工用 JFE-HC-EZN

絞り用 JFE-HD-EZN

深絞り用 JFE-HE-EZN

一般加工用高張力 390 JFE-HA390-EZN

一般加工用高張力 440 JFE-HA440-EZN

	 ●冷延原板高張力JFEエクセルジンクニッケル

		  上記以外の高張力鋼下地については

		  個別にお問合せ下さい。

名称 記号

一般加工用 JFE-CC-EZN

絞り用 JFE-CD-EZN

深絞り用 1 JFE-CE-EZN

深絞り用 2 JFE-CF-EZN

超深絞り用 JFE-CG-EZN

極深絞り用 JFE-CGX-EZN

焼付硬化性 JFE-CEH-EZN

焼付硬化性深絞り用 JFE-CGH-EZN

一般加工用高張力 390 JFE-CA390-EZN

一般加工用高張力 440 JFE-CA440-EZN

一般加工用高張力 590 JFE-CA590-EZN

（2）JFE エクセルジンクニッケル
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機械的性質

●冷延原板軟質JFEエクセルジンク

名称 記号

　　　　　　　　　引張試験
ｒ

_
値　最小

BH量
最小

（N/mm2）

降伏点または耐力　最小  （N/mm2）

引張強さ
最小

（N/mm2）

伸び　最小（%）

板厚 mm 板厚mm 板厚 mm

0.3以上
0.8未満

0.8以上
1.0未満

1.0以上
3.2以下

0.3以上
0.4未満

0.4以上
0.6未満

0.6以上
0.8未満

0.8以上 
1.0未満

1.0以上 
1.2未満

1.2以上 
1.6未満

1.6以上 
2.0未満

2.0以上 
2.5未満

2.5以上 
3.2以下

0.5以上 
1.0以下

1.0超え 
1.6以下

一般加工用 JFE-CC-EZ （145） （135） （125） （270） （36） （37） （38） （39） （40） （41） （42） （43） （44） — — —

絞り用 JFE-CD-EZ 135 125 115 270 — 40 41 42 43 44 45 46 47 （1.2） （1.1） —

深絞り用 1 JFE-CE-EZ 130 120 110 270 — 42 43 44 45 46 47 48 49 （1.4） （1.3） —

深絞り用 2 JFE-CF-EZ 120 110 100 270 — 44 45 46 47 48 49 50 51 （1.6） （1.5） —

超深絞り用 JFE-CG-EZ 110 100 90 260 — 46 47 48 49 50 51 52 1.8 1.7 —

極深絞り用 JFE-CGX-EZ 100 90 260 — 46 47 48 49 50 51 — — 2.1 2.0 —

焼付硬化性 JFE-CEH-EZ 135 125 115 270 — 40 41 42 43 44 45 （1.4） （1.3） 30

焼付硬化性深絞り用 JFE-CGH-EZ 135 125 115 260 — — 44 45 46 47 — — — （1.6） （1.4） 30

（注）	1．引張試験はJIS5号試験片を用い、試験方向は圧延方向です。

	 2．厚さ0.6mm未満については、ご指示のない場合は上記試験を省略いたします。

	 3．特性値のうち（　）内の数値は参考値です。

●冷延原板高張力JFEエクセルジンク ……… 個別にお問いあわせください。

●冷延原板軟質JFEエクセルジンクニッケル

名称 記号

                                                      引張試験
ｒ

_
値　最小

BH量
最小

（N/mm2）

降伏点または耐力　最小  （N/mm2）

引張強さ
最小

（N/mm2）

伸び　最小 （%）

板厚 mm 板厚 mm 板厚 mm

0.3以上
0.8未満

0.8以上
1.0未満

1.0以上
2.3以下

0.3以上
0.4未満

0.4以上
0.6未満

0.6以上
0.8未満

0.8以上
1.0未満

1.0以上
1.2未満

1.2以上
1.6未満

1.6以上
2.0未満

2.0以上
2.3以下

0.5以上
1.0以下

1.0超え
1.6以下

一般加工用 JFE-CC-EZN （145） （135） （125） （270） （34） （35） （36） （37） （38） （39） （40） （41） — — —

絞り用 JFE-CD-EZN 135 125 115 270 — 38 39 40 41 42 43 44 （1.0） （0.9） —

深絞り用 1 JFE-CE-EZN 130 120 110 270 — 40 41 42 43 44 45 46 （1.2） （1.1） —

深絞り用 2 JFE-CF-EZN 120 110 100 270 — 42 43 44 45 46 47 48 （1.4） （1.3） —

超深絞り用 JFE-CG-EZN 110 100 90 260 — 44 45 46 47 48 49 50 1.6 1.5 —

極深絞り用 JFE-CGX-EZN 100 90 260 — 44 45 46 47 48 — — 1.9 1.8 —

焼付硬化性 JFE-CEH-EZN 135 125 115 270 — 38 39 40 41 42 43 （1.2） （1.1） 30

焼付硬化性深絞り用 JFE-CGH-EZN 135 125 115 260 — — 42 43 44 — — — （1.4） （1.2） 30

（注）	1．引張試験はJIS5号試験片を用い、試験方向は圧延方向です。

	 2．厚さ0.6mm未満については、ご指示のない場合は上記試験を省略いたします。

	 3．特性値のうち（　）内の数値は参考値です。

●冷延原板高張力JFEエクセルジンクニッケル ……… 個別にお問いあわせください。
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●冷延原板軟質JFEエクセルジンク

名称 記号

　　　　　　　　　引張試験
ｒ

_
値　最小

BH量
最小

（N/mm2）

降伏点または耐力　最小  （N/mm2）

引張強さ
最小

（N/mm2）

伸び　最小（%）

板厚 mm 板厚mm 板厚 mm

0.3以上
0.8未満

0.8以上
1.0未満

1.0以上
3.2以下

0.3以上
0.4未満

0.4以上
0.6未満

0.6以上
0.8未満

0.8以上 
1.0未満

1.0以上 
1.2未満

1.2以上 
1.6未満

1.6以上 
2.0未満

2.0以上 
2.5未満

2.5以上 
3.2以下

0.5以上 
1.0以下

1.0超え 
1.6以下

一般加工用 JFE-CC-EZ （145） （135） （125） （270） （36） （37） （38） （39） （40） （41） （42） （43） （44） — — —

絞り用 JFE-CD-EZ 135 125 115 270 — 40 41 42 43 44 45 46 47 （1.2） （1.1） —

深絞り用 1 JFE-CE-EZ 130 120 110 270 — 42 43 44 45 46 47 48 49 （1.4） （1.3） —

深絞り用 2 JFE-CF-EZ 120 110 100 270 — 44 45 46 47 48 49 50 51 （1.6） （1.5） —

超深絞り用 JFE-CG-EZ 110 100 90 260 — 46 47 48 49 50 51 52 1.8 1.7 —

極深絞り用 JFE-CGX-EZ 100 90 260 — 46 47 48 49 50 51 — — 2.1 2.0 —

焼付硬化性 JFE-CEH-EZ 135 125 115 270 — 40 41 42 43 44 45 （1.4） （1.3） 30

焼付硬化性深絞り用 JFE-CGH-EZ 135 125 115 260 — — 44 45 46 47 — — — （1.6） （1.4） 30

（注）	1．引張試験はJIS5号試験片を用い、試験方向は圧延方向です。

	 2．厚さ0.6mm未満については、ご指示のない場合は上記試験を省略いたします。

	 3．特性値のうち（　）内の数値は参考値です。

●冷延原板高張力JFEエクセルジンク ……… 個別にお問いあわせください。

●冷延原板軟質JFEエクセルジンクニッケル

名称 記号

                                                      引張試験
ｒ

_
値　最小

BH量
最小

（N/mm2）

降伏点または耐力　最小  （N/mm2）

引張強さ
最小

（N/mm2）

伸び　最小 （%）

板厚 mm 板厚 mm 板厚 mm

0.3以上
0.8未満

0.8以上
1.0未満

1.0以上
2.3以下

0.3以上
0.4未満

0.4以上
0.6未満

0.6以上
0.8未満

0.8以上
1.0未満

1.0以上
1.2未満

1.2以上
1.6未満

1.6以上
2.0未満

2.0以上
2.3以下

0.5以上
1.0以下

1.0超え
1.6以下

一般加工用 JFE-CC-EZN （145） （135） （125） （270） （34） （35） （36） （37） （38） （39） （40） （41） — — —

絞り用 JFE-CD-EZN 135 125 115 270 — 38 39 40 41 42 43 44 （1.0） （0.9） —

深絞り用 1 JFE-CE-EZN 130 120 110 270 — 40 41 42 43 44 45 46 （1.2） （1.1） —

深絞り用 2 JFE-CF-EZN 120 110 100 270 — 42 43 44 45 46 47 48 （1.4） （1.3） —

超深絞り用 JFE-CG-EZN 110 100 90 260 — 44 45 46 47 48 49 50 1.6 1.5 —

極深絞り用 JFE-CGX-EZN 100 90 260 — 44 45 46 47 48 — — 1.9 1.8 —

焼付硬化性 JFE-CEH-EZN 135 125 115 270 — 38 39 40 41 42 43 （1.2） （1.1） 30

焼付硬化性深絞り用 JFE-CGH-EZN 135 125 115 260 — — 42 43 44 — — — （1.4） （1.2） 30

（注）	1．引張試験はJIS5号試験片を用い、試験方向は圧延方向です。

	 2．厚さ0.6mm未満については、ご指示のない場合は上記試験を省略いたします。

	 3．特性値のうち（　）内の数値は参考値です。

●冷延原板高張力JFEエクセルジンクニッケル ……… 個別にお問いあわせください。



製
製
製
製

ELECTROGALVANIZED STEEL SHEET

10

めっき付着量

●JFEエクセルジンク

付着量
記号

 標準付着量（片面）  最小付着量（片面 g/m2）
g/m2 μm 等厚めっき 差厚めっき

A 3 0.4 — —
10 10 1.4 8.5 8
15 15 2.1 12.7 12
20 20 2.8 17 16
30 30 4.2 25.5 24
40 40 5.6 34 32

片面および差厚めっきならびに40g/m2超えも製造可能ですのでご相
談ください。

塗油

塗油の種類は右の表に示す通りです。

化成処理の種類

JFE エクセルジンクの化成処理の種類は 4 〜 5 ページをご参照ください。

寸法許容差

寸法許容差は熱延原板については JIS G 3313(2010) の附属書 JA 表 JA.2 を適用します。冷延原板につ

いては JIS G 3313(2010) の附属書 JA 表 JA.6 を適用します、但し、表示厚さ 0.40mm 未満については、

JIS G 3141(2011) 表 16 を適用します。厚さ許容差の例を下表に示します。

●熱延原板

幅
表示厚さ

1,200未満 1,200以上
1,500未満

1,500以上
1,800未満

1,800以上
2,300以下

1.60以上　2.00未満 ±0.16 ±0.17 ±0.18 ±0.21a）

2.00以上　2.50未満 ±0.17 ±0.19 ±0.21 ±0.25a）

2.50以上　3.15未満 ±0.19 ±0.21 ±0.24 ±0.26
3.15以上　3.20以下 ±0.21 ±0.23 ±0.26 ±0.27

注 a）幅2,000mm未満について適応します。

●冷延原板

幅
表示厚さ

630未満 630以上
1,000未満

1,000以上
1,250未満

1,250以上
1,600未満 1,600以上

0.40未満　 ±0.04 ±0.04 ±0.04 — —
0.40以上　0.60未満 ±0.05 ±0.05 ±0.05 ±0.06 —
0.60以上　0.80未満 ±0.06 ±0.06 ±0.06 ±0.06 ±0.07 
0.80以上　1.00未満 ±0.06 ±0.06 ±0.07 ±0.08 ±0.09 
1.00以上　1.25未満 ±0.07 ±0.07 ±0.08 ±0.09 ±0.11 
1.25以上　1.60未満 ±0.08 ±0.09 ±0.10 ±0.11 ±0.13 
1.60以上　2.00未満 ±0.10 ±0.11 ±0.12 ±0.13 ±0.15 
2.00以上　2.50未満 ±0.12 ±0.13 ±0.14 ±0.15 ±0.17 
2.50以上　3.15未満 ±0.14 ±0.15 ±0.16 ±0.17 ±0.20 
3.15以上　3.20以下 ±0.16 ±0.17 ±0.19 ±0.20 —

亜鉛の
片面付着量
表示記号

亜鉛の最小付着量（片面） g/m2 a） （参考）
亜鉛標準付着量
（片面） g/m2 等厚めっきの場合  差厚めっきの場合

ES b） — — C） —
EB 2.5 — 3
E8 8.5 8 10
E16 17 16 20
E24 25.5 24 30
E32 34 32 40
E40 42.5 40 50

注記	めっき標準付着量は、製造実績に基づいた片面当たりの付着量を
表す参考値です。

注	a) E40を超えるめっきの付着量表示記号及び最小付着量は、受渡当
事者間の協定によります。

	 b)		ESは片面めっきにおける鉄面の付着量表示記号です。
	 c)		縁部（幅方向端部)を除きめっき付着量は、50mg/m2以下とします。

塗油の種類 記号
無塗油 ×
塗　油 O

●JIS規格相当品

単位：mm

（1）JFE エクセルジンク

単位：mm

JIS G 3313(2010)

製造規格
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めっき付着量

●JFEエクセルジンクニッケル

記号
標準付着量（片面） 最小付着量（片面）g/m2

g/m2 厚みμm 等厚めっきの場合 差厚めっきの場合

10 10 1.4 8.5 8
15 15 2.1 12.7 12
20 20 2.8 17 16
30 30 4.2 25.5 24
40 40 5.6 34 32

片面めっきおよび差厚めっきも可能ですのでご相談ください。

（2）JFE エクセルジンクニッケル

●エコフロンティアシリーズ

SE 	 	 C	 C	 	 　 	 *	 JN	 - X -	 E16/E16
JFE	 -	 C	 C	 -	 EZ	 *	 JN	 - X -	 20/20
JFE	 -	 C	 C	 -	 EZN	 *	 Z1	 - X -	 10/10
	（A）	 （B）	 （C）	 （D）	 （E）	 （F）	 （G）

（A）規格名： 	 SE ＝ JIS 電気亜鉛めっき相当規格、JFE ＝ JFE 規格

（B）使用原板：	 C ＝冷延鋼板、H ＝熱延鋼板

（C）材質：	 C ＝一般用、   D ＝絞り用、    E ＝深絞り用

（D）めっき種類：	EZ ＝ JFE エクセルジンク＝ JFE の純亜鉛電気亜鉛めっき鋼板

	 EZN ＝ JFE エクセルジンクニッケル＝ JFE の合金電気亜鉛めっき鋼板

（E）クロメートフリー化成種類： 		JN ＝標準タイプ

				  Z1 ＝黒色化成

（F）塗油種類：X = 無塗油

（G）標準めっき付着量（表 / 裏）

●燃料タンク用鋼板

JFE	 -	 C	 G	 -	 EZ	 *	 M/GT	 -	 O	-	 0/20
JFE	 -	 C	 C	 -	 EZ	 *	 GP	 -	    		 40/40
JFE	 -	 C	 G	 -	 EZN	 *	 M/GT	 -	 O	-	 0/20
	（A）	 （B）	 （C）	 （D）	 （E）	 （F）	 （G）

（A）規格名： 	 JFE ＝ JFE 規格

（B）使用原板： 	 C ＝冷延鋼板

（C）材質：	 C ＝一般用、　D ＝絞り用、　E ＝深絞り用 1、　F ＝深絞り用 2、　G ＝超深絞り用、　

	 GX ＝極深絞り用

（D）めっき種類：	 EZ ＝ JFE エクセルジンク＝ JFE の純亜鉛電気亜鉛めっき鋼板

	 EZN ＝ JFE エクセルジンクニッケル＝ JFE の合金電気亜鉛めっき鋼板

（E）クロメートフリー化成種類（表 / 裏）： M ＝無処理、GT ＝耐燃料性皮膜、GP ＝耐燃料性特殊皮膜

（F）塗油種類：	 O ＝オイリング

（G）標準めっき付着量（表 / 裏）：	0/20（片面めっき）0 ＝ 0g/m2、 20 ＝ 20g/m2

		  40/40（両面めっき）40 ＝ 40g/m2

規格の表示の一例
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製造可能範囲

(1)JFE エクセルジンク（無処理、オイリング）
対象規格：SECC、JFE-CC-EZ
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製造可能範囲

(2)JFE エクセルジンク（JP）
対象規格：SECC、JFE-CC-EZ
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(3)JFE エクセルジンク（JN）
対象規格：SECC、JFE-CC-EZ
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製造可能範囲

協議範囲
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(4)JFE エクセルジンク（JN）
対象規格：CA390
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製造可能範囲 協議
範囲

(5)JFE エクセルジンク（JN）
対象規格：CA440
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(6)JFE エクセルジンク（JX）
対象規格：SECC、JFE-CC-EZ
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協議範囲
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(9)JFE エクセルジンク（GT）
対象規格：JFE-CE-EZ
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製造可能範囲

(10)JFE エクセルジンク（GP）
対象規格：JFE-CE-EZ
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(7)JFE エクセルジンク（JE）
対象規格：SECC、JFE-CC-EZ
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(8)JFEエクセルジンクニッケル（Z1）
対象規格：JFE-CC-EZN
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製造可能
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(11)JFE エクセルジンクニッケル（無処理、オイリング）
対象規格：JFE-CC-EZN
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(12)JFE エクセルジンクニッケル（GT）
対象規格：JFE-CE-EZN
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■■  用　途

●塗料との密着性（2次密着性）

JP 従来P処理

剥離無し 剥離無し

塗装：大日本塗料（株）社製デリコン #700
膜厚：25μm
焼付け条件：130℃ 30分
塗装→ 沸騰水浸漬（2時間）→碁盤目カット→テープ剥離

●塗装後耐食性（SST 120時間後）

JP 従来P処理

剥離無し 剥離無し

塗装：大日本塗料（株）社製デリコン #240NPS
　　　＋大日本塗料（株）社製デリコン #700
膜厚：30μm
焼付け条件：130℃ 30分
クロスカット後SST 120時間実施

塗装されて使用される汎用用途 

①薄板分野 

　キャッシュディスペンサー、

　事務機器など 

②電気・家電分野 

　配電盤、DVD、

　オーディオ・シャーシなど 

亜鉛めっき層

鋼　板

塗装性に優れた
クロメートフリーりん酸亜鉛処理皮膜

外観が美麗なZnめっきをベース

■■  特　長

■■  皮膜構成

■■  JPの性能

①塗装性	 →　優れた塗料密着性を有しています。塗装下地として最適です。

②塗装後耐食性	 →　優れた塗装後耐食性を有しています。

③クロメートフリー	 →　化成被膜にクロムを全く含みません。各種環境規制への適合が可能です。

耐食性

塗料
密着性

潤滑性

耐疵付き性

導電性

アルカリ
脱脂後
耐食性

優れた塗料密着性を有する
クロメートフリー鋼板　JP
高度な塗料密着性が要求される材料に最適

ー エコフロンティア ® シリーズ  ー

碁盤目カット
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優れた塗装密着性を有する
クロメートフリー鋼板　JP
高度な塗装密着性が要求される材料に最適

ー エコフロンティア ®　シリーズ  ー

耐食性と導電性を兼ね備えた　スタンダードタイプ
クロメートフリー耐指紋鋼板　JN

大河内記念技術賞（2007年）、全国発明表彰文部科学大臣発明賞（2008年）受賞
幅広い用途で使用されており、調達性にも優れています。

①導電性や電磁波シールド性を重視する

　OA・AV 機器、筐体用途

②平板、加工後、無塗装使用用途

　（電機・電子部品用途）

■■  特　長

■■  皮膜構成

■■  JNの性能　種々の性能をバランス

■■  用　途

①外　観	 →　電気亜鉛めっき下地のため、外観が美麗です。

②耐食性	 →　耐食性に優れており、無塗装での使用が可能です。

③導電性	 →　導電性に優れています。（溶接性に優れています。）

			  電磁波シールド性（EMS 特性）を重視する OA・AV 用途に最適です。

④耐指紋性	 →　ハンドリング時に指紋が目立ちません。

⑤加工性	 →　プレス成型性に優れています。

⑥塗装性	 →　塗装下地としてもご使用頂けます。

⑦アルカリ脱脂性	→　平板、加工後のアルカリ脱脂の適用も可能です。

ー エコフロンティア ® シリーズ  ー

亜鉛めっき層

クロメ－トフリー皮膜

<母材>冷延鋼板

耐食性、導電性、加工性、耐指紋性、塗装性に
優れたクロメートフリー皮膜

外観が美麗なZnめっきをベース

耐食性

塗料
密着性

潤滑性

耐疵付き性

導電性

アルカリ脱脂後
耐食性
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■■  用　途

●JXの加工後耐食性（一例）
カップ成型後塩水噴霧試験

（JIS Z2371）96時間後の外観
JX JN

●JXの無塗油成形品（一例）

① 導電性や電磁波シールド性を重視する OA・AV 機器用途

② 耐食性を重視する電器、電機製品

③ 深絞り、無塗油プレスなどの厳しい加工を受ける難成形部品

亜鉛めっき層

クロメ－トフリー皮膜
（eNano®）

<母材>冷延鋼板

耐食性、導電性、加工性、耐指紋性、塗装性に
優れたクロメートフリー皮膜

外観が美麗なZnめっきをベース

■■  特　長

■■  皮膜構成

■■  JXの性能（JNとの対比）

①新防錆皮膜	 →　新防錆皮膜（eNano®）を開発。亜鉛めっき層表面の特殊ナノ分子層により

　（eNano®）		  腐食因子の透過を抑制、薄膜での高耐食性を実現しました。

②耐食性	 →　耐食性が非常に優れており、厳しい腐食環境にも適用可能です。

③導電性	 →　導電性に優れており、高い導電性が要求される OA・PC にも適しています。

④耐疵付性	 →　耐疵付性に優れており、 加工疵が入り難く、歩留まり向上が期待出来ます。

⑤加工性	 →　プレス成形性に優れており、お客様での塗油・脱脂省略が可能です。

⑥成形後耐食性	 →　成型後の耐食性にも優れており、お客様での塗装省略が可能です。

高度な導電性と耐食性、加工性を有する
高機能クロメートフリー鋼板　JX

高度の耐食性、導電性を実現。厳しいプレス成形も可能とした高機能鋼板です。

ー エコフロンティア ® シリーズ  ー

耐食性

塗料
密着性

潤滑性

耐疵付き性

導電性

アルカリ脱脂後
耐食性

JX

JN

燃焼筒

灯油タンク受け皿
（JX使用）

受け皿上部

受け皿下部
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従来品（JD） エコフロンティアJE

プレス後
の成型品
外観

黒ずみ付着：多 黒ずみ付着：少

① 小型モーターケース............自動車・電器・AV・OA 機器向けモーター

② 電装部品...............................電装部品・自動車・電器・AV・OA 部品

亜鉛めっき層

クロメ－トフリー皮膜

<母材>冷延鋼板

プレス成形性、導電性に優れた
クロメートフリー皮膜

外観が美麗なZnめっきをベース

■■  特　長

■■  皮膜構成

■■  用途

① プレス成型性	 →　プレス成形性に優れており、高速連続での深絞り加工が可能です。

② プレス後外観	 →　加工後外観に優れています。加工後の「黒ずみ」が発生し難く、プレス後部品の

			  洗浄省略、金型の洗浄省略が可能です。

③導電性	 →　鋼板表面の導電性に優れています。優れた溶接性（スポット溶接等）、電磁波シールド

			  性が期待できます。

④耐食性	 →　安定した一次防錆性を有しています。加工前後の保管管理が容易です。

優れた高速連続プレス性を有する
クロメートフリー鋼板　JE

高速での「絞り加工」・「しごき加工」用途に最適な鋼板です。

ー エコフロンティア ® シリーズ  ー

用途例：マイクロモーター
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■■  用　途

●鋼板の吸放熱特性評価方法

① 吸放熱用途................PC、DVD、HDD、カーオーディオなど

② 光学用途....................複写機、テレビなど

③ 塗装省略用途

亜鉛ニッケルめっき層

<母材>冷延鋼板

耐食性・導電性に優れた
耐指紋クロメートフリー皮膜

導電性を持つ電気化学的黒化処理皮膜

外観が美麗なZn-Niめっきをベース

■■  特　長

■■  皮膜構成

①外観	 →	 美しい黒色を呈しています。光学部品等に適しています。

②吸放熱特性	 →	 吸放熱特性に優れています。排気ファンの削減が期待できます。

③耐食性	 →	 耐食性に優れています。お客様での塗装省略が可能です。

④導電性	 →	 塗装鋼板に比べ、導電性に優れています。電磁波シールド性、

		  ノイズ防止が可能です。

⑤耐指紋性	 →	 耐指紋性に優れています。

⑥クロメートフリー	 →	 クロムを全く含みません。各種環境規制への適合が可能です。

優れた吸放熱特性、導電性を有する
黒色クロメートフリー鋼板　Z1

熱を系外に放出し、電波の漏洩を遮断する必要がある筐体などの用途に最適

ー エコフロンティア ® シリーズ  ー

鋼板

アクリル筐体

発熱

熱電対

ヒーター

吸熱

放熱

吸放熱特性

黒色クロメートフリー鋼板

電気Znめっき鋼板

アルミ板
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■■  用　途

●加速耐食性試験後の腐食外観

エクセルジンク
M

エクセルジンク
GT

エクセルジンクニッケル
GT

●加速耐食性試験後のZn溶出量

二輪用ガソリンタンク、汎用ガソリンタンク（モーターボート、芝刈機、耕運機、発電機等）

■■  特　長

■■  皮膜構成

タンク内面耐食性に優れています。

★タンク内面側に相当する部分には耐ガソリン性を重視した皮膜を付与しました。

ガソリンタンク用電気亜鉛めっき鋼板
エクセルジンクニッケル GT　エクセルジンク GT

燃料タンクの燃料面に耐燃料性皮膜層を付与したガソリンタンク用鋼板です。
亜鉛ニッケル合金めっきと純亜鉛めっきを用意しております。

ー 燃料タンク用鋼板  ー

0

5

10

15

20

Z
n
溶
出
量
（
m
g
/腐
食
液
2
5
m
l）

エクセル
ジンク
M

エクセル
ジンク
GT

エクセル
ジンク
ニッケル
GT
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*片面特殊処理

亜鉛めっき層

鋼板

耐燃料性皮膜*
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■■  用　途

●加速耐食性試験後の腐食外観

エクセルジンクGP Pb-8% Snめっき
（従来品）

最大板厚減少量；0 最大板厚減少量；0.08mm

●沖縄暴露試験１年後の腐食外観　

エクセルジンクGP Pb-8% Snめっき
（従来品）

（黒色ポストコート塗装後）

各種燃料タンク

（四輪用；普通車・トラック、二輪用、汎用）

タンク外面側に相当する部分には加工性、耐食性を重視した皮膜を、タンク内面側に相当する部分には耐

劣化ガソリン性を重視した皮膜を付与しました。

タンク
外面側

タンク
内面側

プレス加工性
耐食性
加工後耐食性

耐劣化ガソリン性
スポット･シーム溶接性

潤滑性皮膜層 1μm

6価クロムフリー皮膜層
亜鉛めっき層

耐ガソリン性皮膜層 3μm

■■  特　長

■■  皮膜構成

■■  タンク内面耐食性

燃料タンク内外面に相当する鋼板表裏面に、それぞれ最適な皮膜層を付与することにより製造された、耐

食性に優れた鉛及び六価クロムフリー燃料タンク用鋼板です。

耐食性に優れた鉛及び六価クロムフリー
燃料タンク用鋼板　エクセルジンク GP
環境適応性、耐食性を重視する燃料タンク用素材に好適です。

ー 燃料タンク用鋼板  ー
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エコフロンティア ® シリーズの性能比較（1）

耐食性

導電性（表面抵抗）

●耐食性試験：	 JIS Z 2371 塩水噴霧試験方法（SST）

●評価：	 白錆（面積率：5%）が発生するまでの時間

●測定装置：　三菱化学（株）製ロレスタ -GP

●測定方法：　4 探針法

		  （三菱化学（株）製ASP プローブ）

		  （JIS K 7194 準拠）
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エコフロンティア ® シリーズの性能比較（2）

潤滑性（動摩擦係数）

耐指紋性

●押付け荷重：	 100 kgf

●引抜き速度：	 500 mm/min

●ビード：	 1 mm×12 mm

●プレス油：	 なし（無塗油）

ワセリン塗布
拭き取り

色調測定

L値、a値、b値測定

色調測定

L値、a値、b値測定

色差（ΔE）の算出

ΔE ＝　（ΔL）2＋（Δa）2＋（Δb）2

JP
0
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4

JEJN JX Z1
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エコフロンティア ® シリーズの性能比較（3）

塗料密着性

●塗装：	 （塗料）大日本塗料（株）社製デリコン #700

		  （条件）塗膜厚 30μm、 焼付け 130℃ x30min.

●密着性評価：	 沸騰水に浸漬（2 時間）

		  ⇒　碁盤目カット　⇒　テープ貼付け・剥離

		  ⇒　塗膜の残存マス目数を評価
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ご注意：

•	 本カタログに記載された特性値等の情報は、保証を意味するものではありません。

•	 本製品は、使用目的・使用条件等によっては記載した内容と異なる性能・性質を示すことがあります。

•	 本文書記載の技術情報を誤って使用したこと等により発生した損害につきましては、責任を負いか

ねますのでご了承ください。
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ご注文の手引き

梱包と表示

ご注文の際は次の事項をお知らせください。

●梱包

電気亜鉛めっき鋼板は品種、コイル、シー

ト別に適切な梱包を行い、ご使用までの間

商品を保護いたします。

●表示

電気亜鉛めっき鋼板の商品には、規格、寸法、

質量、製品番号などを記入したラベルが添

付されています。

1 規格／寸法／数量／納期

2 表面処理／目付量

3 用途あるいは部品名

4 加工方法　（プレス加工の場合は、プレス形状について出来るだけ詳細にお知らせください。）

5
質量・梱包
　　●コイルの場合　：　コイル質量の上下限値／コイル外径の上限値／コイル内径／
 溶接部混入の可否
　　●シートの場合　：　梱包ロットの質量上限値

6 その他　（表面仕上げ、エッジ種類、形状、塗油など）
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ご使用上の注意

［保管］

•	 船荷を受け取りましたら湿分、水分の浸入を

調べてください。

	 もしあればすぐに乾かすようにしてください。

•	 切板、コイル、加工物の間に湿分、水分が浸

入しないように処置してください。

•	 できるだけ乾燥した場所に保管してください。

湿度の高いところでの長期保管や梱包が破れ

たままでの保管は、変色や錆の原因になりま

す。

•	 梱包の乱れは補修してください。

•	 輸送・保管中に圧力が加わった場合、亜鉛めっ

きの表面にアブレージョン（黒色の圧痕跡）

が生じる場合がありますので、輸送・保管に

は十分にご注意ください。

［取り扱い］

•	 取り扱いには手袋をするなど、できるだけ慎

重に行ってください。

•	 取り扱い不良によるスリ疵や油などの汚れは

塗装効果を妨げますので、注意してください。

•	 潤滑鋼帯は摩擦係数が小さいため、繰り返し

巻き戻し作業を行った場合など、コイル潰れ

が発生する場合がありますので、十分にご注

意ください。また、剪断後の鋼板についても、

衝撃を与えた場合、鋼板が崩れ落ちることも

考えられますので、ハンドリングなどは十分

な注意をお払い下さいますようお願いいたし

ます。

［加工］

•	 加工時に使用する潤滑油のなかには、亜鉛を

侵食する銘柄もあります。ご使用の際には試

験されることをおすすめします。

［溶接］

•	 高温ろう付けには、ニッケル黄銅系ろう材の

使用をおすすめします。

［脱脂］

•	 脱脂が不完全のまま塗装すると、塗装欠陥が

生ずる原因となりますので、十分に脱脂を行っ

てください。

•	 脱脂方法としては、中性洗剤、弱アルカリ脱

脂剤などのスプレーまたは浸漬による脱脂が

良好です。強アルカリ脱脂剤は表面を著しく

損傷しますので、お避け下さい。

•	 脱脂後の洗浄は充分に行って下さい。脱脂処

理後の板を清浄な水中に浸漬して引き上げた

際に、水の膜がはじける場合は脱脂が不完全

です。全面が均一に水で濡れた状態が得られ

るよう脱脂方法をご検討ください。

［塗装］

•	 塗装前の表面に汚れや異物などがありますと、

塗装不良の原因となります。充分洗浄してか

ら塗装してください。

•	 当社の亜鉛めっき鋼板には塗装性能を高める

ために化成処理を施してありますので、充分

な塗膜密着性が得られますが、一部の塗料の

なかには亜鉛めっき鋼板とは充分な密着性の

得られないものがあります。予備試験でご確

認の上ご使用になることをおすすめします。

いずれの場合もウオッシュプライマーの下塗

りを行いますとより安全です。
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